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〝第２号″発行

埼玉県地域包括ケア課では、昨年度から地域リハビリテーション支援体制の協力医療機関等の皆様向けに、埼

玉県内での地域リハビリテーションに関する取組をお伝えする「かわら版」を発行しております。

今回は第２号として、令和２年度における県や市町村での取組内容を中心にお伝えします。

新型コロナウイルス感染症拡大への県の対応
新型コロナウイルス感染症の拡大は、地域リハビリテーション活動支援事業の実施に大きな影響を与えました。

令和２年春に緊急事態宣言が発令され、高齢者が集まって体操や交流を楽しむ「通いの場」の多くが休止となり、

また地域ケア会議についてもほとんどの市町村が開催を見合わせました。

いったん緊急事態宣言が解除され、夏以降「通いの場」や地域ケア会議は再開しつつありましたが、年末からの感

染拡大や再度の緊急事態宣言発令により、再び休止・中止となっている状況です。

新型コロナウイルス感染症拡大により、高齢者の外出機会が減り、認知機能の低下やうつに関する項目に該当す

る高齢者が増加したとの調査結果も出されており、ますます介護予防の重要性が高まっています。

県では、地域リハビリテーション・ケアサポートセンターの皆様のご協力を頂きながら、コロナ禍での高齢者支援

ツールとして、①「通いの場」再開のためのチェックシート（令和2年6月）、②WEB地域ケア会議開催マニュアル（令和

3年3月）、③イキイキ生活のつづけかた新しい生活様式編（令和3年3月）の３点を作成しました。

①「通いの場」開

催の留意点

（Ｒ２．６作成）

緊急事態宣言が解

除され、「通いの

場」を再開する動き

が出始めたことを受

け、新型コロナウイ

ルスの感染拡大を防

ぎつつ、「通いの

場」を再開する場合

の留意点をまとめた

チェックシートです。

社会的距離の確保、

参加人数の制限など、

新しい生活様式を踏

まえて実施するよう

注意喚起する内容に

なっています。
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②WEB地域ケア会議マニュアル

《作成中》（Ｒ３．３完成予定）

地域ケア会議をオンラインで開催したいという市町村の

ニーズに応えるため、マニュアルを作成しました。

初めてオンラインで実施する場合の手順や注意点、実際

に取り組んでいる市町村の実践・工夫例を掲載しています。

また、総合支援チーム員によるコロナ禍におけるアセスメ

ントや助言の工夫に関するコラムも掲載しています。

③イキイキ生活のつづけかた《作成中》

新しい生活様式編（Ｒ３．３完成予定）

新型コロナウイルスの感染拡大により、外出や人と会う

機会が減ってしまった高齢者がフレイルにならないために、

日常生活の中でも取組める“ひと手間”をまとめた小冊子

です。

内容は感染症への対策のほか、チェック項目は食生活、

運動、健やかなこころ、脳の活性化、豊かなお付き合いの

６項目で、新しい生活様式を反映した内容としました。

（昨年作成したイキイキ生活のつづけかたをリニューアル）

★ これらの資料はお配りできます。ご希望の方は、地域包括ケア課(TEL:０４８－８３０－３２５６、

E-mail:a3250-03@pref.saitama.lg.jp)へご連絡ください。電子メールでお送りいたします。

令和２年度 地域包括ケアシステム取組報告会を開催

令和３年３月、令和２年度取組報告会を動画配信により開催しました（YouTube限定公開）。

取組報告会とは、地域包括ケアシステム構築の参考としてもらうことを目的に、県内の市町村や包括職員、生活支

援コーディネーター等を対象とした県主催の会議で、県や市町村などの地域包括ケアシステムに関する様々な取組

状況を関係者間で情報共有するものです。

今年度は、コロナ禍での介護予防等に関する取組について４市町から、また県とともに市町村支援を行っている総

合支援チーム（リハ職、生活支援や移送に関する専門家）から支援状況についてご報告頂きました。リハビリテー

ション専門職による支援状況については、埼玉県リハビリテーション専門職協会代表理事（霞ケ関南病院：理学療法

士）の岡持利亘氏からご報告頂きました。

○総合支援チーム《介護予防、地域ケア会議》（リハビリテーション専門職）
新型コロナウイルス感染拡大のため、今年度はZOOMを活用しながら、県内１０か所の地域リハビリ

テーション・ケアサポートセンターや協力医療機関のリハ職とともに介護予防や地域ケア会議等について

市町村支援を実施。

介護予防については、通いの場再開時に留意すべき点（感染防止対策など）についての助言や、通いの

場に代わる取組（リーフレットやDVDの作成、市報等への掲載）への支援を実施。

地域ケア会議については、県とともに９月にWEBによる模擬地域ケア会議を開催するとともに、オンラ

イン開催を希望する市町村への支援を実施や、WEB地域ケア会議開催マニュアルの作成に協力した。

（以下岡持氏報告資料から抜粋）

イキイキ生活のつづけかた ６つのチェック項目
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○総合支援チーム《生活支援》

（埼玉県社会福祉協議会）
コロナ禍での生活支援につい

て、市町村やSCなどからの問合

せや相談に対応。

６月に「シャキたま生活支援

コーディネーター活動紹介

Facebook」を開設し、県内市町

村の取組状況などの情報共有を

図っている。コロナ禍でも、人

とのつながりを絶やさない活動

（手紙、屋外での活動、オンラ

イン活用等）として新たな取組

も生まれてきている。

○総合支援チーム《生活支援》

（さわやか福祉財団）
コロナ禍での協議体や住民活動

の再開に関する助言や、事例提供

などを行った。コロナ禍の活動を

まとめた「NEXT動画」を作成し、

県内市町村に向けに情報提供。

動画からヒントを得て、川島町

では訪れた人が展示ボードを介し

たつながりの場を作った。住民は

コロナ禍においても工夫をしなが

ら活動しており、これまでの地域

づくりが活かされている。

○総合支援チーム《移送》
(埼玉県移送サービスネットワーク)

有償で人を車に乗せることが法

的に問題とならないのかが大きな

不安として存在。そこで、国交省

はR1.10「高齢者の移動手段を確

保するための制度・事業モデルパ

ンフレット」を作成し、有償移送

サービスを分かりやすく解説。

鶴ヶ島市ではこの資料等を使っ

て勉強会を実施。

また上尾市では訪問D創設に向

けた支援を行った。

①介護予防：蓮田市 介護予防DVD・冊子作成

コロナの影響で介護予防事業が中止。県総合支援

チームの支援を受け、市担当リハ職と共に代替策を検

討した結果、介護予防DVDと冊子を作成することに。

作成は県理学療法士会に委託。

３月下旬にサポーター向け研修を開催し配布すると

ともに、市報にも関連記事を掲載予定。

②生活支援：加須市 コロナ禍での生活支援
加須市では協議体は3層構造。北川辺地区での2層協

議体設立を目指し、令和元年度から勉強会を始め、令

和２年７月に「北川辺みずわの会」が発足。

北川辺地区全戸に活動案内のチラシを配布し、11月

に3会場で交流会を開催。見守りや声掛けをお互いにし

あえる地域づくりを目指す。

③地域ケア会議：川島町 オンラインによる開催
県総合支援チームの支援を受け、 ZOOMによるオン

ライン地域ケア会議を9月から開始。開催案内や会議資

料等はMCSのグループで共有。

接続テストの実施や、事業所のMCS加入作業を包括

職員等が出向いて支援。オンライン開催により移動が

無くなった分参加しやすいとの声も。

④在宅医療･介護連携：さいたま市入退院ルール
の検討
市で統一した入退院支援ルール策定のための検討を

令和2年度から開始。

市内の４医師会やケアマネ等の関係者による協議部

会でルール案や様式案について意見交換を重ねている。

令和4年4月から運用開始を目指す。
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令和３年度 埼玉県地域リハビリテーション専門職研修（予定）

リハビリテーション専門職を対象

とした「地域リハビリテーション専門

職育成研修事業」について、令和3

年度も実施する予定です。（右図）

初級から上級まで、体系的な研修

を実施します。

新型コロナウイルスの感染拡大に

より、地域リハビリテーションのあり

方も大きく変わってきています。皆

様も、感染リスクを抱えながらの活

動に苦労されているかと思います。

研修では、新しい生活様式に対応

した地域リハビリテーションの実践

方法を学ぶとともに、各地域での取

組状況について情報交換を行いま

す。

協力医療機関の皆様には、積極的な受講をお願いいたします。

日程等につきましては、決まり次第ご案内いたします。なお、研修は感染症拡大状況により、集合研修

に代わりZOOMによるオンライン研修として実施する可能性があります。

地域リハビリテーション専門職研修一覧

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による高齢者への影響(厚労省)

令和3年1月、厚労省からコロナ禍

による高齢者への影響について、

中間的報告が公表されました。

令和3年1月7日付厚生労働省事

務連絡「新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止に配慮した介護予

防・見守り等の取組の推進につい

て（再徹底）」によると、高齢者の心

身の状態については、令和２年度

（新型コロナウイルス感染症影響

下）は、令和元年度（新型コロナウ

イルス感染症影響前）と比べ、外出

機会は約20％減少し、認知機能低

下やうつに関する項目の該当者が

約５％増加等の傾向がみられてい

る、とのことです。

出典：厚生労働省 令和２年度全国厚生労働関係部局長会議老健局資料

外出自粛等による高齢者の影響は見逃せません。介護予防の重要性がますます高まっています。
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埼玉県地域リハビリテーション支援体制とは

【支援体制】

埼玉県では、二次保健医療圏ごとに設置する「地域

リハビリテーション・ケア サポートセンター」と「協力医療

機関等」が連携し、市町村の要望に応じてリハビリテー

ション専門職を派遣する地域リハビリテーション支援体

制を構築しています。

地域リハビリテーション・ケア サポートセンターは県内

に１０か所設置され、市町村や地域包括支援センター

からの相談を受けるとともに、協力医療機関等へのサ

ポートを行っています。

協力医療機関等の皆様には、主に介護予防教室での

助言・指導や、地域ケア会議の助言者としての参加な

どでご協力を頂いております。

埼玉県の地域リハビリテーション支援体制

地域リハビリテーション・ケアサポートセンター

病 院 名 連絡先・担当部署
戸田中央リハビリ

テーション病院

リハビリテーション科

048-431-1111

富家病院
リハビリテーション室

049-264-8811

春日部厚生病院
リハビリテーション部

048-736-1155
さいたま市民医療セ

ンター

リハビリテーション科

048-626-0011

上尾中央総合病院
リハビリテーション技術科

048-773-1111

霞ヶ関南病院
地域リハビリテーション推進部

049-234-2517

圏央所沢病院
リハビリテーション科

04-2920-0531

行田総合病院
リハビリテーション科

048-552-1111

埼玉慈恵病院
リハビリテーション科

048-521-0321

清水病院
リハビリテーション課

0494-62-0067

※「かわら版」の内容に関する御意見・御要望がございましたら以下に御連絡ください。

彩の国
埼玉県

発行 埼玉県福祉部地域包括ケア課
ＴＥＬ
ＦＡＸ
Ｅ－mail

０４８－８３０－３２５６
０４８－８３０－４７８１
a3250-03@pref.saitama.lg.jp 埼玉県ホームページ

地域リハ支援体制

【活動状況】

令和２年４月時点で２９９の医療機関及び老人保健施設にご登録いただいておリ、令和元年度の派遣実績は介護

ボランティア養成講座等が６１３件、介護予防教室等が２，２９７件、地域ケア会議が５９３件、研修等が６７８件、合計

４，１８１件（前年度比２１９件増）でした。なお、令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い介護予防など地域

リハ活動が中止・延期となっているため、派遣件数は大幅に減少する見込みです。

コロナ禍という非常に厳しい状況が続いておりますが、協力医療機関等の皆様とともに、本県の地域リハビリテー

ション支援体制を構築していきたいと考えておりますので、引き続きご協力をお願い申し上げます。


